
（105）故古賀英三郎先生主要薯作目録

故
古
賀
英
三
郎
先
生
主
要
著
作
目
録

　
　
　
一
　
薯
書

　
人
類
の
知
的
遺
産
3
9
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
講
談
杜
、
一
九
八
二

年
二
一
月

　
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
一
年
四

月　
　
　
＝
　
共
薯

　
現
代
の
杜
会
科
学
（
高
島
善
哉
編
、
水
田
洋
、
他
）
、
春
秋
杜
、
一

九
七
四
年
九
月

　
杜
会
思
想
事
典
（
田
中
浩
・
田
村
秀
夫
編
）
、
中
央
大
学
出
版
局
、

一
九
八
二
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
－
研
究
と
批
判
（
新
日
本
出
版
杜
編
集
部

編
）
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
九
年
七
月

　
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
－
研
究
と
批
判
　
2
（
新
日
本
出
版
杜
編

集
部
編
）
、
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
九
一
年
三
月

　
　
　
三
　
翻
訳
と
解
説

　
ロ
バ
ー
ト
・
H
・
ロ
ー
グ
ィ
著
『
国
家
の
起
源
』
一
法
政
大
学
出
版

局
、
一
九
七
三
年
一
一
月

　
同
解
説
一
「
国
家
起
源
論
を
め
ぐ
っ
て
」

　
デ
ィ
ド
ロ
薯
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
（
銀
・
貨
幣
）
』
『
農
業
』
、
小
場
瀬
・

平
岡
監
修
『
デ
ィ
ド
ロ
著
作
集
』
第
3
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
八
九
年
三
月

　
同
解
説
一
コ
ア
ィ
ド
ロ
の
政
治
・
経
済
思
想
L

　
ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー
薯
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
』
、
法
政
大
学
出
版

局
、
近
刊

　
　
　
四
　
論
文

　
「
〈
社
会
恩
想
史
の
人
々
〉
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
、
秩
序
と
進

歩
の
統
一
」
、
目
本
評
論
新
杜
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
3
0
号
、
一
九
五

八
年
九
月
、
八
0
1
八
三
頁
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一橋論叢　第106巻　第2号　（106〕

　
「
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
ー
経
済
杜
会
か
ら
道
徳
杜
会
へ
の

近
代
杜
会
観
の
転
倒
」
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
4
3
巻
第
4
号
、

一
九
六
〇
年
四
月
、
一
〇
九
－
二
二
〇
頁

　
「
コ
ン
ト
杜
会
学
の
基
本
構
造
」
、
一
橋
大
学
『
社
会
学
研
究
』
1
、

一
九
五
六
年
一
〇
月
、
一
四
七
－
三
〇
二
頁

　
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
と
科
学
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
、

一
橋
大
学
『
社
会
学
研
究
』
2
、
一
九
五
九
年
三
月
、
二
二
五
－
三

一
二
頁

　
「
コ
ン
ト
に
お
け
る
実
証
的
杜
会
科
学
の
形
成
－
初
期
の
諸
論
稿

を
中
心
と
し
て
」
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
3
9
巻
第
5
号
、
一
九

五
八
年
五
月
、
三
〇
－
五
六
頁

　
「
力
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
ー
経
済
の
論
理
と
政
治
の
論
理
－
序
章
」
、

一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
4
7
巻
第
4
号
、
一
九
六
二
年
四
月
、
五

八
－
八
五
頁
（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
』
、
新
日
本
出
版
杜
、

一
九
九
一
年
四
月
　
所
収
）

　
「
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
と
オ
ー
ト
バ
ン
ク
」
、
　
一
橋
大
学
『
杜
会
学

研
究
』
6
、
一
九
六
四
年
九
月
、
七
三
－
二
五
九
頁

　
「
分
業
の
問
題
」
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
5
6
巻
第
6
号
、
一

九
六
六
年
二
一
月
、
八
九
－
一
〇
七
頁

　
「
睾
o
巨
伽
昌
鶉
亭
㎝
昌
昼
冨
ω
宗
一
．
o
轟
嘗
一
窒
巨
昌
宗
ω
o
5
窃
霧
①
け

ま
弐
彗
邑
肩
O
ま
O
津
」
、
雪
↓
O
↓
ω
∈
ω
＞
ω
雪
さ
C
丙
2
＞
－
O
｝

ω
O
O
－
＞
－
ω
↓
ζ
O
－
向
9
く
o
－
．
卜
Z
o
l
］
1
－
－
印
目
目
印
『
く
－
o
Φ
o
〇
一
〇
P
N
①
－
｛
N

　
「
一
八
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
杜
会
の
危
機
と
そ
の
対
策
－
一
七

一
五
～
一
八
の
諸
提
案
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
め
ぐ
っ
て
L
上
・

中
・
完
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
6
3
巻
第
4
号
、
一
九
七
〇
年

四
月
、
二
一
〇
1
一
三
七
頁
、
同
誌
、
同
巻
第
6
号
、
同
年
六
月
、

四
一
－
六
三
頁
、
一
橋
大
学
『
杜
会
学
研
究
』
u
、
一
九
七
一
年
三

月
、
二
八
三
－
三
四
二
頁

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
と
市
民
生
活
」
、
横
浜
市
立
大
学
『
世
界
の
都

市
と
市
民
生
活
』
一
九
七
一
年
三
月
、
一
五
－
二
五
頁

　
「
杜
会
科
学
と
し
て
の
杜
会
学
へ
の
道
」
、
『
経
済
』
、
一
九
七
一
年

五
月
、
二
九
六
－
三
〇
〇
頁

　
「
社
会
学
の
成
立
と
展
開
」
「
政
治
学
・
法
学
の
抽
象
化
」
「
転
換
期

の
杜
会
学
」
、
高
島
善
哉
編
『
現
代
の
杜
会
科
学
』
、
一
九
七
四
年
九

月
、
春
秋
杜
、
ニ
ハ
七
－
一
七
八
頁
、
一
七
八
－
一
八
二
頁
、
一
九

〇
－
二
〇
九
頁

　
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
土
地
経
営
ω
」
、
一
橋
犬
学
『
杜
会
学
研
究
』

1
4
、
一
九
七
五
年
三
月
、
一
五
五
－
二
〇
四
頁

　
「
階
級
編
成
と
生
産
的
労
働
」
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
7
3
巻

第
5
号
、
一
九
七
五
年
五
月
、
二
二
－
二
九
頁
（
『
国
家
・
階
級
論
の

史
的
考
察
』
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
叶
年
四
月
　
所
収
）

　
「
向
老
一
〇
ま
巨
昌
后
ま
①
…
O
宥
竃
昌
8
8
巨
2
（
－
）
」
、

＝
－
↓
O
↓
ω
ζ
｝
＞
ω
＝
－
－
O
∈
内
2
＞
－
O
｝
ω
O
O
－
＞
－
ω
↓
∈
O
－
向
9

＜
O
．
H
O
O
Z
0
1
H
一
竃
印
く
H
竃
9
0
0
」
O
。
－
窒

　
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
①
」
、
『
知
の
考
古
学
』
8
・
9
号
、
社

会
思
想
杜
、
一
九
七
六
年
五
・
七
月
、
八
○
－
九
六
頁
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（107）故古賀英三郎先生主要薯作目録

　
「
マ
ル
ク
ス
H
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
革
命
論
－
多
数
者
革
命
論
を
中
心

に
」
、
『
講
座
・
史
的
唯
物
論
と
現
代
』
第
5
巻
、
一
九
七
八
年
、
青

木
書
店
（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
』
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九

九
一
年
四
月
　
所
収
）

　
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
」
、
田
村
秀
夫
・
田
中
浩
編
『
杜
会
思
想
事

典
』
、
中
央
犬
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
九
月
、
ニ
ニ
六
－
一
六
八
頁

　
二
橋
社
会
学
の
伝
統
L
、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
8
9
巻
第
4

号
、
　
一
九
八
三
年
四
月
、
二
〇
二
－
一
一
四
頁

　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
国
家
と
階
級
闘
争
」
、
『
季
刊
・
科
学

と
思
想
』
第
4
9
号
、
一
九
八
三
年
七
月
、
三
五
－
四
九
頁
（
新
日
本

出
版
杜
編
集
部
編
『
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
－
研
究
と
批
判
』
、
一
九

八
九
年
七
月
　
所
収
）
（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
』
、
新
日
本
出

版
社
、
一
九
九
一
年
四
月
　
再
収
）

　
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
i
ラ
ン
ツ
ァ
ス
批
判
ー
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ

ス
の
実
践
的
立
場
」
、
『
季
刊
・
科
学
と
思
想
』
第
6
9
号
、
一
九
八
八

年
七
月
、
三
四
－
六
五
頁
、
新
日
本
出
版
杜
（
新
日
本
出
版
社
編
集

部
編
『
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
－
研
究
と
批
判
』
、
一
九
八
九
年
七
月

所
収
）
（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
』
、
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
九

一
年
四
月
　
再
収
）

　
「
ア
ー
リ
『
経
済
・
市
民
社
会
・
国
家
』
へ
の
批
判
的
論
評
」
、
『
季

刊
・
科
学
と
思
想
』
第
7
4
号
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
、
二
－
三
二
頁

（
新
日
本
出
版
杜
編
集
部
編
『
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
－
研
究
と
批

判
2
』
、
一
九
九
一
年
三
月
　
所
収
）
（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考

察
』
、
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
九
一
年
四
月
　
再
収
）

　
　
　
五
　
書
評
・
そ
の
他

　
〈
書
評
〉
「
ア
ン
リ
ィ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
薯
『
デ
ィ
ド
ロ
』
」
、
一
橋

大
学
二
橋
論
叢
』
第
3
2
巻
第
3
号
、
一
九
五
四
年
九
月
、
六
五
－

七
四
頁

　
〈
文
献
解
題
〉
「
…
昌
冨
岩
邑
昌
一
〇
ぎ
『
尿
－
o
自
涼
ま
ω
9
昌
註
戸

σ
費
旨
宗
一
U
巴
．
原
肩
岸
O
窃
－
O
気
一
Ω
①
烏
；
一
一
ミ
O
。
」
、
一
橋
大
学

『
一
橋
論
叢
』
第
蝸
巻
第
6
号
、
一
九
六
〇
年
六
月
、
五
一
－
六
七
頁

　
へ
書
評
V
「
田
辺
寿
利
薯
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
成
立
史
』
」
、
『
杜
会
学

評
論
』
第
1
7
巻
第
－
号
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
、
一
〇
九
－
一
二
一

頁　
「
三
つ
の
杜
会
理
論
と
マ
ヅ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
、
『
世
界
の
犬

思
想
n
1
7
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
』
月
報
8
、
　
一
九
六
八
年
、
河
出
書
房
、

一
－
四
頁

　
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
一
つ
の
逸
話
－
犬
工
の
ピ
エ
ー
ル
と
ジ

ャ
ン
の
こ
と
」
、
一
橋
大
学
『
小
平
学
報
』
、
一
九
七
〇
年
三
月
、
二

頁　
く
書
評
V
「
小
林
良
正
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
研
究
』
塩
沢
君
夫
『
ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
論
』
」
、
一
橋
大
学
『
経
済
研
究
』
、
第
2
2
巻
第
2

号
、
一
九
七
一
年
四
月
、
一
八
七
－
一
九
〇
頁

　
〈
講
演
要
旨
〉
「
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
と
大
学
問
題
」
、
『
経
済
と
貿
易
』

㎜
、
一
九
七
一
年
二
一
月
、
五
五
－
六
〇
頁
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一橋論叢　第106巻　第2号　（108〕

　
〈
書
評
〉
「
主
意
主
義
的
行
為
理
論
の
提
唱
1
『
分
析
的
現
実
主
義
』

を
自
己
の
認
識
論
的
立
場
に
一
丁
・
バ
ー
ソ
ン
ズ
著
『
社
会
的
行
為

の
構
造
4
　
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
論
（
1
）
』
」
、
『
日
本
読
魯
新
聞
』
、
第

3η
号
、
一
九
七
四
年
一
二
月
九
日
　
　
　
・

1　
〈
杜
会
思
想
の
歩
み
・
そ
の
古
典
を
た
ず
ね
て
〉
第
－
部
第
u
回

「
第
三
身
分
の
権
利
擁
護
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
」
、
『
学

生
新
聞
』
、
一
九
七
五
年
二
月
一
九
日

　
〈
社
会
思
想
の
歩
み
・
そ
の
古
典
を
た
ず
ね
て
〉
第
2
部
第
6
回

「
杜
会
主
義
思
想
の
萌
芽
　
サ
ン
・
シ
モ
ン
『
産
業
老
の
教
理
問

答
』
」
、
『
学
生
新
聞
』
、
一
九
七
五
年
五
月
一
四
日

　
〈
杜
会
思
想
の
歩
み
・
そ
の
古
典
を
た
ず
ね
て
〉
第
2
部
第
1
0
回

「
本
質
論
の
問
題
を
回
避
　
コ
ン
ト
『
実
証
哲
学
講
義
』
」
、
『
学
生
新

聞
』
、
一
九
七
五
年
六
月
一
八
日

　
〈
杜
会
思
想
の
歩
み
・
そ
の
古
典
を
た
ず
ね
て
〉
第
2
部
第
u
回

「
小
市
民
的
な
社
会
批
判
　
プ
ル
ー
ド
ン
『
所
有
と
は
何
か
』
」
、
『
学

生
新
聞
』
一
九
七
五
年
六
月
二
五
日

　
く
書
評
V
「
富
沢
賢
治
『
唯
物
史
観
と
労
働
運
動
』
」
、
一
橋
犬
学
『
経

済
研
究
』
、
第
2
6
巻
第
3
号
、
一
九
七
五
年
七
月
、
二
八
三
－
二
八
五

頁　
〈
書
評
〉
「
高
島
善
哉
薯
『
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
』
（
紀
伊
国
屋

書
店
）
」
、
一
橋
犬
学
生
協
脅
籍
委
員
会
『
ほ
ん
と
ぴ
あ
』
、
第
3
号
、

一
九
七
五
年
一
〇
月
二
〇
日

　
〈
書
評
〉
「
吉
田
静
一
『
サ
ン
・
シ
モ
ン
復
興
』
『
異
端
の
経
済
学
老

ー
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
ー
』
L
、
『
杜
会
経
済
史
学
』
第
4
2
巻
第
4
号
、
一
九

七
七
年
二
月
、
四
五
一
－
四
五
四
頁

　
〈
蓄
評
〉
「
庄
司
輿
吉
薯
『
現
代
化
と
現
代
杜
会
の
理
論
』
」
、
『
赤

旗
一
評
論
特
集
版
』
第
9
号
、
一
九
七
七
年
五
月
二
三
日
、
二
四
頁

　
〈
書
評
〉
「
《
研
究
》
歴
史
の
現
実
と
固
定
的
な
見
方
犬
塚
久
雄

『
杜
会
科
学
に
お
け
る
人
間
』
を
読
む
」
上
・
下
、
『
学
生
新
聞
』
第

㎜
号
、
一
九
七
八
年
三
月
八
日
、
同
、
第
㎜
号
、
一
九
七
八
年
三
月

一
五
日

　
〈
書
評
〉
「
熊
野
聡
『
共
同
体
と
国
家
の
歴
史
理
論
』
」
、
『
歴
史
学
研

究
』
第
蛾
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
、
七
一
－
七
四
頁

　
「
革
命
の
否
定
と
『
転
向
』
の
合
理
化
一
清
水
幾
太
郎
『
オ
ー
ギ
ュ

ス
ト
・
コ
ン
ト
』
を
読
む
」
、
『
学
生
新
聞
』
第
燗
号
、
一
九
七
八
年

一
一
月
一
五
日

　
く
講
演
V
「
国
家
の
基
礎
」
（
一
九
七
八
年
七
月
一
六
日
都
立
大
）
、

全
国
社
研
連
編
『
杜
会
科
学
を
い
か
に
学
ぷ
か
』
、
一
九
八
九
年

（
『
国
家
・
階
級
論
の
史
的
考
察
』
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
一
年
四

月
　
所
収
）

　
「
文
学
老
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
」
、
『
基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
』
第
5
号
、
一

九
七
九
年
九
月
、
二
七
四
頁

　
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
研
究
の
新
動
向
」
、
『
中
公
バ
ッ
ク
ス
一
世
界

の
名
薯
脳
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
』
付
録
6
1
、
一
九
八
O
年
五
月
、
中

央
公
論
杜

　
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
の
－
草
稿
に
つ
い
て
」
、
『
一
橋
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大
学
杜
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
ω
9
昌
ω
①
ユ
9
』
、
第
5
号
、
一

九
八
三
年
三
月

　
「
研
究
室
か
ら
1
社
会
構
造
と
状
況
連
関
」
、
『
赤
旗
』
、
一
九
八
三

年
七
月
三
〇
日

　
「
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
第
二
版
の
ミ
ス
テ
リ
ー
」
、
『
一
橋
大
学

杜
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
6
号
、
一
九
八
六
年
三
月
、

三
－
七
頁

　
「
す
す
め
た
い
書
物
」
、
一
橋
大
学
『
小
平
学
報
』
第
9
3
号
、
一
九

八
六
年
四
月

　
「
『
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
患
想
研
究
文
献
コ
レ
ク
シ
目
ン
』
に
つ
い
て
」

「
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
に
つ
い
て
」
「
『
西
洋
杜
会

経
済
研
究
文
献
集
成
』
に
つ
い
て
」
、
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
報

『
鐘
』
第
1
9
号
、
一
九
八
八
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
〈
講
演
〉
「
古
典
の
魅
力
」
、
一
橋
大
学
杜
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ

ー
『
第
8
回
西
洋
杜
会
科
学
古
典
資
料
講
習
会
テ
キ
ス
ト
』
、
一
九
八

八
年
　
〈
書
評
〉
「
志
位
和
夫
『
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
国
家
論
の
矛
盾
と
破
綻

－
『
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
』
の
批
判
的
研
究
』
（
『
前
衛
』
八
月
号
）

を
読
ん
で
」
、
『
赤
旗
』
、
一
九
八
九
年
七
月
一
三
日

　
「
『
現
在
の
革
命
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
権
威
に
つ
い
て
』

と
『
モ
ン
テ
ス
キ
ニ
ー
の
弟
子
』
」
、
『
一
橋
大
学
杜
会
科
学
古
典
資
料

セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
1
0
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
二
一
－
二
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
雅
男
、
伊
藤
知
美
）
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